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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月11日(2011.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ペプチドが、SEQ ID NO:13、SEQ ID NO:1、SEQ ID NO:2、SEQ ID NO:3、SEQ ID NO:4、
SEQ ID NO:5、SEQ ID NO:6、SEQ ID NO:7、SEQ ID NO:8、SEQ ID NO:9、SEQ ID NO:10、S
EQ ID NO:11、SEQ ID NO:12、SEQ ID NO:14、SEQ ID NO:15、SEQ ID NO:16、SEQ ID NO:1
7、SEQ ID NO:18、SEQ ID NO:19、SEQ ID NO:20、SEQ ID NO:21、SEQ ID NO:22、SEQ ID 
NO:23、SEQ ID NO:24、SEQ ID NO:25、およびSEQ ID NO:26より選択される配列を有し、
塩が、マレイン酸塩、塩酸塩、乳酸塩、およびアスパラギン酸塩からなる群より選択され
る、ペプチド塩。
【請求項２】
　ペプチドがSEQ ID NO:13である、請求項1記載のペプチド塩。
【請求項３】
　塩が塩酸塩である、請求項2のペプチド塩。
【請求項４】
　ペプチドが、SEQ ID NO:13、SEQ ID NO:1、SEQ ID NO:2、SEQ ID NO:3、SEQ ID NO:4、
SEQ ID NO:5、SEQ ID NO:6、SEQ ID NO:7、SEQ ID NO:8、SEQ ID NO:9、SEQ ID NO:10、S
EQ ID NO:11、SEQ ID NO:12、SEQ ID NO:14、SEQ ID NO:15、SEQ ID NO:16、SEQ ID NO:1
7、SEQ ID NO:18、SEQ ID NO:19、SEQ ID NO:20、SEQ ID NO:21、SEQ ID NO:22、SEQ ID 
NO:23、SEQ ID NO:24、SEQ ID NO:25、およびSEQ ID NO:26より選択される配列を有し、
塩が、マレイン酸塩、塩酸塩、乳酸塩、およびアスパラギン酸塩からなる群より選択され
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る、ペプチド塩を含む薬学的組成物。
【請求項５】
　ペプチドがSEQ ID N0:13である、請求項4記載の薬学的組成物。
【請求項６】
　塩が塩酸塩である、請求項5記載の薬学的組成物。
【請求項７】
　μ-オピエート受容体活性によって調節される状態を治療するための、請求項4記載の薬
学的組成物。
【請求項８】
　ペプチドがSEQ ID N0:13である、請求項7記載の薬学的組成物。
【請求項９】
　塩が塩酸塩である、請求項8記載の薬学的組成物。
【請求項１０】
　無痛法を提供するために、または胃腸障害、炎症、および薬物依存からなる群より選択
される状態を治療するために用いられる、請求項7記載の薬学的組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明は、本発明の塩を調製する方法をさらに提供する。
[請求項1001]
　ペプチドが、SEQ ID NO:1～26より選択される配列を有し、塩が、マレイン酸塩、塩酸
塩、乳酸塩、およびアスパラギン酸塩からなる群より選択される、ペプチド塩。
[請求項1002]
　ペプチドがSEQ ID NO:13である、請求項1001記載のペプチド塩。
[請求項1003]
　塩が塩酸塩である、請求項1002のペプチド塩。
[請求項1004]
　ペプチドが、SEQ ID NO:1～16より選択される配列を有し、塩が、マレイン酸塩、塩酸
塩、乳酸塩、およびアスパラギン酸塩からなる群より選択される、ペプチド塩を含む薬学
的組成物。
[請求項1005]
　ペプチドがSEQ ID N0:13である、請求項1004記載の薬学的組成物。
[請求項1006]
　塩が塩酸塩である、請求項1005記載の薬学的組成物。
[請求項1007]
　μ-オピエート受容体活性によって調節される状態を治療する方法であって、
　このような治療を必要とする患者に、ペプチドが、SEQ ID NO:1～26より選択される配
列を有し、塩が、マレイン酸塩、塩酸塩、乳酸塩、およびアスパラギン酸塩からなる群よ
り選択される、ペプチド塩を投与する工程
を含む方法。
[請求項1008]
　ペプチドがSEQ ID N0:13である、請求項1007記載の方法。
[請求項1009]
　塩が塩酸塩である、請求項1008記載の方法。
[請求項1010]
　無痛法を提供するために、または胃腸障害、炎症、および薬物依存からなる群より選択
される状態を治療するために用いられる、請求項1007記載の方法。
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